





































































なしあえて 「普通の人びと」という 言葉を使うのも、 「民衆文化」や
マ> 先品4宅
「大衆文化」や刷縁性をめぐる諸研先から 一 学ぶべき ところは多いと L
てもー はずれたところで日常的実践を問うためである。「首通の人ぴと」
には 「曹、味の消化」装置だけがある。つまり、 r<世界〉とか <JM史〉といっ
た意味の奥行き、積分する理念のようなものに向けられる垂直の視線Jの






多なもの、いわゆるプ才 一クロアを 「奇妙きてれつなもの」ではなく 、支
配肘や国家の均質で凸尼 貰した「位界観∞ncezionedel mondoJとは
呉なる、実生前に即した 「世界観」のあらわれ、すなわち人びとの 「見か
たとやりかた」として概念化する (Gramsci[1950 : 215-221]. Cirese [1976 
: 95-97])。さらに、それは現実に応じるための 「向然な哲学filosofia









て捉えることが可能になるということである (Cirese [197日目 97-98，
102-103J)1)口
































































































































































































Marlino [1骨73・74]， 上村 [1988:23])幻。
呪術的世界の 「実存のドラマ」は、 r}J[{子存でな くなる危険」が物語を
始動させ、その危険を防衛と救済tこよ って解消するという点、で r救済の
ドラマ」と1，'じ く欠如〉→ く欠如の解消〉形式をと っているc また、不可











なおも課組として存在しているのである (DeMartino [1973: 115]， 
c )1白紙き」の思考の痕跡 13 









































































なる6)c たとえば、集合 (34 5)を構成する要素3は、 ソリー構造では
一義的な役割機能に同定されるが、セミ・ラティス構造では要素3は集合
(31) (231) (315) (3156)のいずれでもある(図 3、図 1)c 
つまり、明確に定義されない暖昧な役割の重合が形成されるのである。生





















































c )1白紙き」の思考の痕跡 19 
生活世界、システムの原理/人びとの「もののやりかた」、システムの思































取もエ リー ト と同じように「哲学者」 であるとするの阿者の追いは、「質」で
はなく「畳J(r 百件Jr論型件J-liJ 十字」などの大小)にあると考え ている。
2 )カトリックでは、 l泉 ~JJ と L て 四 voto は返礼としてのみ、 納められる モ ノ
である。しかし、中世までは、神の怒りを鎮めるH的と神への感謝のH的の
両)jがあった。キリスト教以前の犠牲、供備は キリス l教化のはじまりと




Sata l2000J) をみると、規格製品のハー ト~.奉納絵、写真のそ〆タ ← ジュ、
刺繍などさまざまであるJ 筆者が現地で見たもののなかには、ハート型+奉
納者の半具や事故の現場写真+聖人カードといった組み什せも多かったG
3 )小田 [1986: 177]じ
1)上村忠男氏によ る翻訳は第2輩のみの抄訳であるc 本稿では凱)(を適1rf$
T巨Lているが、d当箇所を併記してお くl
5 l身の成同的統合の図式に、建築家ク 1).7.トファ ・ー アレクサンダーがくツ
リ 〉ー と昨んだモデルを対泌させる(市川 [1州:l:1仰 'ー1:(}，;， 
6 )休，WW:界に采軟に対応するモデルに、アレクサンダーの 〈セミ ラティス〉
を対比、させる (巾1 11993: 112-LHill。
7 )一点に収~車Lない縮小写像を 次:n;の線分でJi明すれば.一つの線分から
真中の3分の 1を取りl、り.次いで残りの線分から 3分の lをそれぞれ撮る
という操作をく りかえすことになる (山円 [198(;: H!J-Hi()。
8)小田 [2003: 1ーi，22-23]" 
9 )ベネデイクト アンダーソンの;.)'、唆する 「想像的スタ イルのl旦別J (r共同
体は、その真偽によってではなく、それが想像されるスタイルによって区別
されるJ)は、 レヴイ =ス トロー スの 「点止惜の水準」の区別に対応する、 ネ
イション以前ので凶や諸族などの共同体では、 一度も会ったことのない人々
と円分を結びつける糾は、土従関係や税政閣係などの述鎖をたどって]ムがる











Cirese. A. ¥1ario 
H)76 “Conce2Ione del mondo， filosofia spontanea e istinto di classe 
lclc Osscrvazioni sul [olklorc di Antonio Gramsci [I969-1970r 
Infellettuali， foLldore， Istinfo di cLasse 入、tesu Verga， DcLcdda， 
Scofellaro， GramscI， Einaudi 
De エ'1artino，Ernesto 
1973 1出回 1/mondo magico， Bollati Boringhieri. (Wt術的1:岸歴史
主義的民放学のために』上村忠男抄訳:~ド凡社)
Gramsci. Antonio 
1950 "Ossεrvazioni sul [olclorε Lellera!ura e vila nazIona!e， EinaLldi 
RiverιAnnamaria 
1988 1 mago， i/sanLo， fa morfe， la fcsω Fo門nereiigiosc JlcUaωltura 
toj;矧1mで EdizioniDedalo 
Satta， :~daria 1Iargherita 
2000 J miracoli 1加rgrazza円cevufa- Religiosi必 toρolarein品。rd噌 nG，




1986 災因論と法 l片い モノ語り J r社会人類学年報J 12: 169 -184 
19削 構造主義のパラ}ソクス 野牛の形而上'(のために』到平il
2001 牛活111.界の植民地化に抗するために 検出l性と Lての「民衆的な
ものJ-J ー日本由民主化紀要J22: 1-.13 
2003 耳諭とその批判が隠航すること あるいは「抵抗」という蹴念
22 
について 」。牡会人類学年報 29: 1-26 
2008 rr真1件の水準」について」ー思想 12: 297-316 
ド セルトー，ミシェル(山出殺[1:子Ji)
1987 日常的実践のポイエティーク E 同文杜
松同素





モー ス守 :¥1 (有地宇、伊藤凸司、 IIIU俊夫訳)
1973 社会学と社会人知学TJ弘主堂
山1口哉




“Pensiero presente" in tutti gli uomini 
lc pratichc lncrcntl alla vita di tuti glorni 
Yasuko IMOTO 
11 questo breve sag伊osI cerca di dimostrare una certa continuita del 
“pensiero selvag日0"，il quale dovrebbe essere“presente" in tui gli uornini， 
sia contemporanei che antichi， esaminando le pratiche del popolo (0 
degli individui) aderente ala vita ripetitiva ed inconscia. ln tali pratiche 
come“l'invenzione del quotidiano"， sipotrebbe osservare il fuzionamento 
ed il principio del pensiero a10 stato cosidetto“naturale"。“spontaneo"，il 
quale e ala base di 0印1Ipensiero， per meglio dire un attributo univerιsale 
della logica "bricolage" 
Come punto di partenza teorico， sipresentano diversiωncettl:“con 
cezione del mondo" definito da Gramsci，“tattiche" contrapposte alle 
“strategie" di De Certau， un dramma della “crisi della presen:la" di De 
Martino ed“bricolage" come scienza de1 concreto di Levi-Strauss. Per 
indagare e descrivere 1a continuita de1 “pensiero se1vaggio" che ci sembra 
un enorme distacco da1 nostro， sipresuppone questo quadro di riferimen臼
teorico. E poi， tra 1e pratiche da esaminare， 1equa1i ci accennano certe 
tracce di ta1e principio de1 pensiero， sisceglie un fenomeno di ex-voto 
dedicato a San Costantino (Sedi1o in Sardegna)， considerato ufficia1mente 
“pieta popo!are" 
Questo日 ggioviene diviso in quattro parti prem四日 incui si da un 
schema di argomento， laprima parte in cui si spiegano diversi concetti di 
base， 1aseconda in cui si descrive come si agisce su un territorio“a1tro"， 
ricombinando rego1e e prodotti gia“familiari" agli individui， 1a terza in CUl， 
daHe osservazioni su un processo di fare-sciogilere il voto a San Costantino， 
si deduce una certa discontinuita-continuita de1 pensiero， e l'u1tima parte in 
CUl Sl pro凹Aeun argomento sula distmzione del “livelo di autencititaぺdel
cui concetto ci dovrebbe rimanere ancora da sviluppare 
キーワード.日常的なもののやりかた、戦術、プリコラージュ、領有、
思考の非辿続性と辿続性
